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皿．ハンドソートパンチカードにおける索引カードの作製

地質学者の実際作業にパンチカードシステムを合理的に利用するためには，このタイプの情

報キャリアを工夫開発する一連の要求を満たさなければならない。パンチカード索引の組み立

てには，まず，索引カードの目的用途と，それを用いて解く予定の課題の目的用途を明確に公

式化しなければならない。ついで，処理すべき地質学対称の範囲，索引カードの基礎に置かれ

るシステムのタイプの選択を決めなければならない。それから，対称と分類項目の数を決め一

て，その中のどれが検索項目として選ばれるべきかを決定する。

つぎの段階は，分類項目をそれが将来変化することも考慮して分析することとコードを選択

すること，ついでパンチカードのモデルを作成し，そのあとで初めてカードの記入とカード群

の処理ということになる。

パンチカード索引の用途について明確な概念を持つて，処理すべき分類項目の完全な一覧表

を作成し，その中から並立的分類項目と相互排除型のものを区別し，同系統分類項目をグルー

プ（層別）にまとめなくてはならない。分類項目をグルーピングする場合には，並立的分類項

目はコーディングするのにかなり大きな空間を要し，うまい分類を作り上げることは相互排除

型の分類項目の場合よりかなりむずかしいことを考慮に入れなくてはならない。したがつて，

他ならぬこのグループの分類項目の分析にはとくに慎重に対処しなければならない，というの

は，全検索システムの正常な作業がこの分類項目のいかんに左右されるところ大だからであ

る。つぎにむずかしいのは，地質学のきわめて多種多様な分野における非常に多くの分類項目

は，実際には相互排除型ではなくて，知識が増すにつれてその並立性はますますはつきりして

くるのに，相互排除型だとみなされる場合がまれでないという点にある。その古典的な例とし

て，古生物の系統的分類項目の評価に絶えず生ずる評価のやり直しがあげられよう。だから，

立案されるシステムの効力がそれくらいまでは大丈夫と予想される期間のうちにこういう変化

があり得ることを考慮しなければならない。

　ハンドソートパンチカードにおける索引カード作製の合目的性を検討して意味があるのは，

検索のたびに分析を要するパンチカードの枚数が40，000を越えず，1カ月の検索回数が100～

1，000の場合にかぎられる。

操作しなければならない対称の数量（その数が時とともに増大することを考慮して），およ

び分類項目の数を評価して，情報キャリアのもっとも適当なタイプを選択すべきである。

　対称の数が10，000をこえず，基礎的な検索項目の数が10から1，000以内であれば，検索シス

テムはヘリ孔パンチカードで作製してよい。それ以上対称数がふえる場合には，ヘリ孔パンチ

カードによる作業はその効率がかなりうすれ，カード群約30，000枚の容量になるとおよそ不適

当である。

　検索項目が数十から数百で，対称数が100から数千までの場合は，スーパーポジションカー

ドを使用できるようになる。

＊　A．H．OJle齢HK（B，K）・H・瓢Hxa勘oBa：npHMeReHHe　HepΦoKAPT　B　reo，πorHH，

　　　　H3八aTe五bcTBo《且E刀PA》Jle狂HHrpa双cKoe　oTAe五eHHe，JleHHHrpa八，1968
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　カードの選択はまた検索の頻度によつても左右される。比較的作業頻度の少ないシステムで

は，ヘリ孔パンチカードを使用する方が経済的に有利である。需要が多くて一日に何百回にも

およぶようなシステムの場合は，マシンソートパンチカードが有利である。

　カードの大きさの選択はある程度カード群の量によつて決まる。大型カード（K－4）は，た

くさんの分類項目をコーディングできることと，自由に使える記事欄が広い点が魅力である。

けれども，大量カード群（マッシーフ）を処理するさいに生ずる複雑さを考えると，これは索

引カードが小さい揚合に用いる方が合理的である。対称数が1，000をこえる場合は，大きさK

5のカードを用いる方がよい。

　　　　　　　　　　　　　　標示法の選択
　最適の標示法を選択する明確な処方というものは現在存在しない。ただ個々の一般的助言を

与えることができるにすぎず，その大多数も経験にのっとったものである。

　並立的分類項目のコーディングには，直接標示法を用いるべきである。コーディング用に使

われる孔の数は，コードの長さに対応しなければならない。その他の諸条件が等しい場合は，

もつとも簡単な標示法をよしとすぺきである。

　1列式パンチカードに相互排除型の分類項目を記録するには，04－2－4－7（1－2－4－7－E）標

示法，選出標示法および序列式標示法を用いる。

　もし検索項目がOから10までの数でコードされるのであれば，直接標示法を用いることもで

きる（パンチカードに余白があれば）。この場合は0－1－2－4－7標示法も便利である。分類項目

が二桁をこえない数でコードされるのであれば，0－1－2－4－7標示法あるいは選出標示法が用い

られる。分類項目数が50以下の場合は，選出標示法の座標標示法がきわめて使いやすい。

　多桁の数（たとえば，岩石化学的分析結果あるいは古生物学的測定結果）を記録するには，

0－1－2一杢7標示法で数個のコードフィールドを用いたものを使用するのがもっとも目的にかな

っている。

　序列式標示法はその取扱いがかなり複雑だし，情報雑音の出現も伴うので，必要な検索項目

の数が非常に大きくて他の記録方法ではパンチカードに収容しきれないような例外的な場合に

用いるべきである。

　2列式パンチカードでも，1列のばあいと同様に，並立的分類項目は直接標示法で標示さ

れる。相互排除型の分類項目は1－2一杢7標示法，三元標示法，四元標示法を用いて記録する。

序数庸報（ことに多桁数）はふつう1－2－4－7標示法を用いてパンチカードに記載される。

　分類項目数45以内のばあいは，三元標示法がよく用いられる（分類項目数8までは2ポジシ

ョンフィールド，25までは3ポジションフィールド，26以上の場合は4ポジションフィールド

に）。四元標示法が用いられることはまれで，他の標示法では揚所が足りないために使用でき

ない場合に限る。

　4以上のポジション数をもつフィールドの使用は，ソートが複雑なので推奨できない。

　選出標示法を選択する場合は，そのもっとも合理的な形をあらかじめ計算すべきである。分

類項目の記録用に当てる予定のコードフィールドにおける孔の数をN，コーディングに使用さ

れるカットの数をMで表わせば，コードフィ・一ルドの最大容量は次式によつて求められる。

　　　　　　　　　　ノ▽！
　　　　　　諾一　　　　　　　…………………………………9・…・…………（2）
　　　　　　　　ルf！（N－M）！

ただし灘は，N孔から成るフィールドに，M個のカットでもつて記録されうる分類項目数。

　たとえば，5孔（ノV＝5）から成るフィールドには，2つのカット（M＝2）によつて総計

10個の概念（諾＝10）を記録できる。

　　　　　　　　5・4・3●2・1
　　　　　　劣＝　　　　　　　　　＝10
　　　　　　　　（2・1）（3●2・1）

また，12孔から成るフィールドでは7つのカットによつて792の概念が記録される。
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　　　　　　12・11・10・9・8。7・6・5・4・3。2
　　　　諾＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝11。9・8＝792
　　　　　　　（7・6。5。4。3。2）（5・4・3・2）

便宜上，（2）式による計算結果を表にしておこう。

第1表　フィールド該当容量N，カット数Mによって

　　　コードされる分類項目数の計算
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（ロオメトス，1963年）

　この表を用いると，コーディン！グすべき分類項目の数によるコードの選択は容易である。

　それによつて検索を行なう予定の分類項目数が7Qであるとしよう。すると，表から2Vニ8，

M＝4と出る。すなわち，適正な座標は，所要分類項目を8ポジションから成るフィールドに

4つのカットでコーディングすることになる。

　もし分類項目の確定数が幾通りもありうる（たとえば，劣；10，！5，35等の）ような数の場

合には，表中の段階線より左側にある型でカット数の少ないものを選ぶべきである。

　該当フィールドに最大限の情報を収容しうるカット数ハ4もまた計算によつて決められる。フ

ィールドのポジション数ノVが偶数であれば，それは，

　　　　　　　N　　　　　ハ4’＝＿……………U一…………一・……一……一・…一……一（3〉
　　　　　　　2
の式によつて求められ，奇数であれば，

　　　　　　　1v－1　　　　　ハ4一　　　　…一…・……・一…・…………・…一…一……曾一一・（4）
　　　　　　　　2
の式によつて求めることができる。

　たとえば，フィールドが8ポジションで制限されていれば，情報の最大量は4つのカットで

記録できる。11ポジションからなるフィールドでは，カット数は5である〔（11－1）÷2ニ5〕。

　序列（一連番号式）標示法をコーディングできる分類項目総数は，次式，

　　　　　　　盟　　　1V！
　　　　　κ＝Σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・（5）　　　　　　　㌍1ハ4！（ノV一ハ4）！

によつて算出される。

　上記の各式は，1列コードフィールドに同一型のカットでもつて分類項目をコーディングす

る揚合の各標示法の収容力を証明している。多列パンチ作業の場合のもつと複雑な標示法で

は，4＝K吼なる係数（ただしKはカットのさまざまなタイプの数，卿は同時に使用されるカ

ットの数）を計算に導入する〔ピシチャーリニコフ，1967年〕。

　パンチカード索引の主要目的のひとつが情報の処理検索の事務能率を高めることにある以

上，その使途に最善の形で応ずるコードを選択するということが大きな役割を演ずるわけであ
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る。適正な標示法とコードを選ぶことは，かなり複雑な数学的課題である。これを解決する試

みは，詳しく、はA。二一ルソンの諸論文およびその参考文献中にかかげた文献を参照された

い。ここでは，この筆者に従つてその論文を記述しながら基本的テーマだけを検討することに

しよう〔二一ルソン，1965年〕。

　検索操作はいかなる索引カードにおいても通常数段階にわたつて行なわれる。いまカード総

数N枚があつて，それが第1段階の検索の結果」群に分けられるとしよう。そうすると，第2

の検索操作は％乞枚から成るカード群で行なうことになろう。カードの検索に要する消費時間

は群のカード枚数に左右されることになる。コードの検索能力を確定するには次式が用いられ

る。

　　　　　　　　　　　1　　　　　　る＝ΣP2乞＝一Σ峨一…一・一……………・……一………・…（6）
　　　　　　　　乞　　　ノV2¢

ただし，吾＝一韮＿．

　　　　　　N
　標示法の評価にあたつては，つぎの近似値も採用できる。

　　　　　∫。廻2曜…………一・……一…・……・一一…………・…・一………・（7）

ただし，　∬廻一10921、廻一3，322（loglo，ZV2－10910Σ％2‘）2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
　つぎの記号を導入しよう。

　1〉一パンチカード索引中のカード総数，Q一索引カードが答を出すべき問題の数，Tゲコ

ード設計に要する総消費時間，≠s－1枚のカードに1つのカットをパンチするに要する時間，

％一1つの概念を標示するに用いられるカットの数　≠．一1枚のカードに相当する1つのカッ

トでソートするに要する時間，’七一1枚のカードの最終的選出に要する時間。

　1枚のカードごとのこの設問に対するコード設計に要する平均所要時問は，

　　　　　　　　Tκ
　　　　　　∫ノあ一　　　9一……………・・……一……一・一……………・9……（8）
　　　　　　　　1VQ

なる比から求めることができる。

　1枚のカードに1個のカットをパンチするに要する平均時間は，質問数を考慮して，

　　　　　　　　’s彫　　　　　　∫’8＝　　，……一…一…・…一……一…・…………一・…9……（9）
　　　　　　　　　Q

であり，仕分けと最終的選出の対応パラメーターは一般的な場合，

　　　　　　∫’Ψ＝あ（Σカ㌔，ゴ十ΣΣ1）24，∫1＋……＋ΣΣΣ……Σρ24，ゴ1，∫2，＿＿，痂＿1）；

　　　　　　　　　α　　　　　‘z歪　　　　　　　　　　β∫　2　　　∫
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　2　　　　勉一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・（10）

　　　　　　∫’ゐ＝魏ΣΣΣ……Σカ24，ゴ、，内，一．．．．，痂，一…一………・…一一……（11）

　　　　　　　　σ歪づ　　　　∫　　　　　　　　　　1　工　　　　　7ル

の値で決定される。ただし，ρは（カード群にとつての）相対的摘出頻度，σは当該コードに

よつて編成されたカード索引部分の一連番号，右はカットブの（1から吻まで）から形成され

るカード群の一連番号。

　仕分けの各段階で得られるカード群がそれぞれ独立している場合は，最後の二つの式はつぎ

のようになる。

　　　　　　！ノΨ＝あΣ汐24（1＋Σρ2ゴ、＋Σ汐2∫、Σ汐2」2＋……＋Σρ2∫、Σρ2ゴ2……Σ汐㌔一、）1

　　　　　　　　　4　　ら　　ら　∫2　　　　ゼ、　ゴ2　　％1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一（12）

　　　　　　砺＝玩Σ♪2GΣカ2ゴ、Σρ2」2・一…Σρ2痂一……・…………一…・…一（B）
　　　　　　　　　召　　ら　　　∫2　　　　　㌔

　独立している等価値のポジションを有するコードが検討される場合は，同上の式はつぎのよ

うな形をとる。

　　　　　　ん一豊（・＋斎＋鳶＋……＋薮」窪．美．1蜘4）；…………一・（14）
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　　　　　ノた一薯（・＋一器焉＋……＋ら」2．三．．」物〉一……一…・・…（15）

索引カードが個々の小カード群（サブマッシーフ）に分けられておらず，検索には数本のソー

タを用いることを予定している場合には・んの数値はカットの数に左右され・単純化した式，

　　　　　≠’留＝劾吻．　…………・…・…・………・・………・……・・…………・………（16）

によつて，およそのところは算定できる。

最後に，同一容量の独立グループの場合には，

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　馨署…穎φ2柚一蜘＝万・●…●……。………●（17）

　　　　　　ゆただし，稀＝砺＝π」¢．

　　　　　　乞＝1
　1枚のカードの検索所要平均時問は，

　　　　　∫ノ0＝∫ノ勘十≠ノS十’ノ”十！’為，　………………・ゆ・………・…・……・……………（1紛

なる和によつて，あるいは，

　　　　　’。＿丁為＋一塑一＋牌＋一生．＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿9＿（19）

　　　　　　1VQ　　Q　　　　紘
なる単純化した形で算定される。

　つぎに掲げた第2表には，く〈author＞＞なる分類項目によつてパンチカードをコーディングし

検索する場合の所要時間の計算結果を示した。

第2表　1問に対するカード1枚による答に要する平均所要時間

方　　法
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（A．二一ルソンによる〔1965年〕）

　ここで比較されたのは，つぎの2つの検索方法である。すなわち，

1）　粥段階での1本のソータによる仕分け（5・），

2）　1段階での解本のソータによる仕分けと，つぎの4つのコーディング法：

　　K6一最初の3文字を6個のカットで，

　　K4一最初の2文字を6個のカットで，

　　κ2一最初の1文字を2個のカットで，

　　斑r一覧表の記録を11ポジションから成る2列フィールドに2個のカットで。

採用した出発データは，N＝5，0001Qニ500う≠、＝10秒1’〆2秒1∫。＝0．05秒（κ65、）注1），

0．065秒（K45、），0．1秒（K251，K、、5、，＆5鵬）1鴛＝0（κ2，K4，κ6），25。000秒（K、、）l

Kド2（K2），106（K、、），150（K4），800（κ6）。

　標示法の選択はもっとも数が多くてもつとも重要な分類項目グループから始め，もつとも重

要性の少ない分類項目で終るようにし，そのさい検索項目として後者の方を検討することが適

注1）カッコ内に示したのは，各種のコーディング法の場合の検索方法。
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当かどうかを分析しながら行なうべきである。残＜”。のようなタイプのカット，すなわち，当

該aspect（相）の標示がない1枚のカードを検索するのに費される時問の方が，相（aspect）

の標示があつて1枚のカードを検索するのに要する時間より長いようなタイプのカットの方を

優先させるぺきである。そのさい，対をなす孔の設計数とパンチカードにある自由に使える孔

の数との間の差を，大量のカード群（マッシーフ）の処理に要する全消費時間がいずれにして

も増えないような具合に，これの差をなくさなくてはならない。

　全消費時間を計算するための式はつぎのようになる。

T＝1VΣ♂ノoQ7，

　　ず

・・⑳〉

ただし，プは分類項目グループの一連番号。

　仕分け方法のうちもつとも便利なのは，1段階で行なわれる仕分け法である。そのほか，検

索は索引カードを幾つかの少量のカード群（サブマッシーフ）に分けることによつて速めること

ができる。その場合検索成績が効率的であればあるほど，順に行なう各仕分け段階のあとに残

るカード枚数は少なくなる。そして最後に，カードの発見に費される時問を短縮するのには，

最小数のカットを用いるのが有効であろう。

　　　　　　　　　　　　　カードモデルの構成
　カードモデルの作製にあたつては，索引カードは一回作られて数カ月あるいは数年にわたつ

て使用され，しかも一旦採用されたシステムに根本的な変化を加えることは通常不可能である

点を考慮しなければならない。だから，カードモデルは最大限の合理性をもつて構成されなく

てはならない。

　検索上もつとも重要な分類項目（中でもとくに，質問でもつとも頻繁に使用されるもの）

は，カードの上辺に，使用頻度のより少ないものは下辺に配列しなければならない。経験的に

立証されていることだが，検索を単純ならしめるためには1枚のカードに用いられるコーディ

ング法の数は3つを越えてはならない。

　カード作業を簡素化するため，ステンシルを作ることが望ましい。コードを解読するステン

シルは大量カード群（マッシーフ）の各カードごとか，あるいは見出しカードにだけ入れても

よい。ステンシルを見出しカードに入れると，パンチカード作業の見やすさを減ずることなく，

内側スペース（記事欄）の容量を増すことができる。この場合通常各カードごとに，aspect（相）

と称するステン・シルだが分類項目を列挙することはしない半解読式ステンシルを与えるか，あ

るいは単にコードフィールドの境を示すだけの網目を印刷する（第33図）。地質学の需要のた

めに作られた現存の各種カードモデルについては，前記の国内文献一覧表にかかげた研究論文

でさらに詳しく知ることができる。

　内側スペースの混み方いかんによつては，空欄スペースのあるカードのほかに，開ロカード

とポケット・カードがますます広汎に普及しつつある。開ロカードの標準寸法（75×105，35

×105および36×46mm）は，雑誌4頁から40頁までを収容するマイクロフィルムを納めるこ

とができる。

　マイクロフィルムはパンチカードにテープで固定される。わが国ではセロファン台紙の吸湿

テープ，ポリエチレンセロテープ（0．08mm）またはラフサン台紙テープ（0。05mm）が用い

られているが，最後のものがもっとも好まれる。マイクロフィルムの取付けは手または特殊自

動装置で行なわれる。

　開ロパンチカードは新しい情報の保存用，あるいは情報の中でも，古くても，比較あるいは

照合資料として常に用いられるようなタイプの情報用に使用するのが適当である。地質学では

この種のカードの使用は，いまのところ広汎な普及をみていない。多数の地質図のマイクロ写

真を有する開ロカードを作製しておけば，調査者に必要な地質図作成資料の検索が多分に簡略

化され，他方，ファンド機関の作業も多分に軽減されるにちがいない。
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地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

　ポケットカードのポケットの寸法はいろいろある。35ミリフィルムに撮影されたコマを保存

するための小寸法のものから，図表の小寸法オリジナルを入れておくのに適した，K－5（105

×147mm）の寸法のものまで各種ある。ポヶットカードは，研究の過程で変更や再評価を蒙

るようなデータを保存するのに用いるとよい。そのほか，カードの内側スペースに記入された

テキストの説明図を保存するのにも便利である。

　地質学上のパンチカード索引ではポケットカードは，ルートマップのコピーを保存するのに

応用できるし，古生物学上の検索システムでは，古生物の進化を説明する一連の図面をカード

に添付することが要求されるような揚合に便利であるなど。

　検索システムは，150～200枚におよぶテストカード群で行なわれるシステム機能テストを基

にして整備しなくてはならない。100枚以下のカード量では仕分け所要時間は実際上カード枚

数に関係ないことを注意しなくてはならない。実験の結果索引カードのプラス面やマイナス面

が出てくるし，コードフィールドのもつとも合理的な配列を確立し，また要すれば採用された

コードに適当な修正を加えなければならないこともある。適当な修正と補足をしたら，モデル

はカード索引用に採用してよい。

　パンチカード保管の適正条件は，気温14－180Cで相対湿度60＝F5％である。ヘリ孔パンチ

カードは，カード寸法に応じた密閉箱（一箱にカード1，000枚あて）に横にして保存すれば良

い。開ロカードとポヶットカードは立てた状態で保存する方がよい。

IV．　マシンソートパンチカード

　概　　説

　マシンソートのパンチカードを用いるのは，索引カードの容量か2万枚をこえ，カードが年

年3，000～4，000枚もふえ，1目の質問量がかなり大きい（10以上）場合，そして入手したデー

タの処理に計算パンチ技術あるいは電子計算技術を用いた数学的方法が広汎に応用される場合

に妥当である〔クレチメル，1966年〕。

　図書館などに集まつている地質学情報で，地質学対称（金属，非金属鉱床，油田，炭田な

ど）の記載とか，岩石，鉱石，鉱物の分析や室内実験の結果などを含むものは，上に列挙され

た要求に十分ふさわしいものである。

　ソ連および多くの諸外国では，マシンソートパンチカードは地質文献および関連の古文書情

報，炭田および油田の層位学的岩石学的資料，地質記録（金属鉱床の物質組成と構造の記載，

薄片研磨片の観察データ，岩石，鉱石，鉱物の化学分析や分光分析結果など）の保存および検

索用に用いられている。

　パンチカード索引の作製使用作業は4つの基本段階に分けられる。

　　　　　　1。資料の内容分析とコーディング。

　　　　　　2。　コードされた資料を対応する情報キャリアに記録。

　　　　　　3。情報質問の分析とコーディング。

　　　　　　4，情報の検索と配付。

　1．資料の内容分析：　パンチカード索引に保存するための資料の内容分析とは，地質学対

称（鉱床，岩石，鉱物等々）をもつとも完全，かつ明確に記述するところの指標，特性，概念

などを区別することに尽きる。その後はこの基準検索項目によつで情報が索引カードの中から

検索される。

　検索項目は量的なものと質的なものとがありうる。前者には，岩石，鉱石，鉱物の化学組

成，物理特性の分析測定データ，地質体と地殻構造のパラメーター（地層の走向，傾斜），一

般試料，重鉱物などの物質組成のノルム計算の結果等がある。質的分類項目とは，岩石名，鉱

物名，層序区分，地質年代の決定値，地質体の形態別タイプである。検索項目はより詳しく

は，現存するパンチカード索引のパン・チカードモデルを検討するさいに述ぺることにする。
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　パンチカード索引の作業効率の評価は，その基礎に置かれた検索項目がどれほど安定性があ

り，かつ正確であるかによつて決まる。意味上議論を招くような一意的でない概念とか，ある

いは明確な意味的限界をもたない概念を反映するような分類項目を含めると，情報雑音が生ず

る。なぜなタ）ば，質問にたいする答として地質学者は，正確，かつ客観的庸報とともに虚偽の

データを得るか，あるいは検索項目の解釈が一意でないために情報のある種の部分を奪われる

ことになるからである。地質学の実際においては，同一の地質学的生成物がそれぞれの研究者

によつて一意的でない分類をされている場合が少なくない。例えば，同一の貫入岩体が別々の

マグマ性複雑岩に入れられたり，同一の鉱床が様々な異なる成因に入れられたりしている。マ

グマ性複雑岩，成因などのような概念を検索項目としてぬき出すことが情報配付の完全さと正

確さに重大な影響をおよぼすであろうことは予測するに難くない。

　パンチカード索引の作業の質を評価するのには，クレヴァードン〔CLEvERDoN，LANcAsTER，

MILLS，1964〕が提唱した情報配付（情報検索）の完全正確度係数が用いられている。この係数

は次式によつて計算される。

　　100R且＝．一＿．＿．．『

　　L
　　100RE＝＿＿．＿一

　　C

・・⑳

・・⑳

ただし，・4は正確度係数，Eは完全度係数．Lは個々の具体的配付における記録数，Rは配付

における合致記録（意味内容的に情報質問に合致する記録）の数，Cはカード索引中の合致記

録の総数。

　情報検索の正確度と完全度のあいだには逆の依存関係があり，配付の完全度係数70～90％は

正確度係数8～20％の場合十分とみなされる。量的データの保存のみを目的とした索引カード

では，完全度と正確度はそれよりかなり高い。

　資料の分析と検索項目の選出がすんだら，コーディングが行なわれる。「コード」なる術語

によつて現わされるのは，機械にかけるのに都合のよい形で情報提示に用いられるシンボルシ

ステムである。量的・質的分類項目は，分類項目の一切の多様性を記述する一定の数字の組合

わせをパンチカードにパンチングする方法でコードされる。

　R．S．ケイシその他〔1963年〕，A．1．ミハイロフ（1964年）その他の研究者たちはコードを

つぎのようなタイプに分けている。すなわち，シンボルの表わし方によつて直接型とコンビネ

ーシ旨ン型，パンチカードの記録場所の関係によつて局所型，非局所型，スーパーポジション

型である。コードのタイプはまたカインド（いくつかのある種類）に分けられる。

　以下，マシンソートパンチカードで情報を記録するのにもっともよく用いられるコードにつ

いて簡単に述べよう。

　直接コーディングの揚合は，パンチカードのひとつひとつのパンチングに対応するのは個々

の概念または分類項目である。もしそのさい分類項目が一定の順序で列挙されていれば，その

コードは序列式と称する。例えば，序列式コードでコーディングされうるものに地質体の形態

があり，この場合各形態には一定のコード数が割当てられ，貫入岩体は1で，岩株または岩株

状岩体は2で，岩脈は3で，といつた具合にコードされる。

　序列コードはふつう質的分類項目のコーディングに用いられる。量的分類項目はたいてい反

覆コードでコードされる。このコードではパンチカードに，たとえば化学元素の品位（％），

地質構造の延び（メートルで），試料の採取年月目，重鉱物あるいは試料の重量（グラムない

しキログラムで），分類項目の意義に対応する数字がパンチされるのである。パンチカードに

は数字がせん孔されるだけで，数値はコード表に記入される。

　コンビネーションコードは，2ないし数カインドのコードの組合わせから成つている。例え

ば，．地質体のタイプは序列コードで，また地層の走向傾斜および地質体のパラメーターは反覆
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コードでそれぞれコーディングされる。

　分類段階的区分けを有する分類項目のコーディングには，ポジションコードが用いられる。

パンチカードのこのコーディングシステムでは，一定のコードフィールドが定められ，そのフ

ィールドに高い序列と低い序列の分類項目が記録される。分類項目が10の倍数なる序列に分け

られているときは，おおむね10進法コードで記録される。

　ポジションコードのバリエーションといえるのがスーパーポジションコードである。これは

同一のコードフィールドに分類項目のいくつかの特性を記録するためのものである。それぞれ

の特性には，コードシンボルの一定の組合わせが対応する。もしコードシンボルの選択に乱数

表が用いてあれば，コードは乱数スーパーポジションコードと呼ばれる。

　コーディングのタイプの選択にあたつては，コードの容量すなわちパンチカードに記録で

きる分類項目の最大数を考慮する。もつとも容量のあるコードはスーパーポジションコードで

ある。このコードだと，パンチカードの全フィールドをより完全に利用することができるが，

その欠点は検索雑音，すなわち，質問に完全には答えない情報が交付されることである。直接

コードは検索雑音を排除し，最少限の時間で比較的容易にパンチカードの記録とソートを行な

うことができるが，その代りに収容力はかなり小さい，というのは，パンチカードのひとつひ

とつのせん孔がコードシンボルの一つの組合わせに入つていて，検索にあたつて1回きりしか

使用できないからである。

　地質データのコーディング方法の例，コード記号表はあとで，具体的パンチカード索引につ

いて述べるさいに示す。

　2．対応する情報キャリアヘの資料の記録：　コードシンボルは，情報検索の選ばれた仕組

みにしたがつて，10進法あるいは2進法でパンチカードに記録される。Calcula血9Perfora丘onal

mach並eあるいはソーティングマシンを用いて情報検索をする場合には，記録は10進法で行な

われる。電子計算機を用いる場合には，データは通常2進法で記録される。

　いまわれわれが検討しているケースでは情報キャリアとなるのはマシンソートパンチカード

である。45欄，80欄，90欄パンチカードがある。もっともひろく普及している80欄パンチカー

ドは大きさが83×187mmで，縦80欄と横12行に分けてある。欄と0から9までの行の番号は

パンチカードのスペースに印刷してあり，第12行と第11行はせん孔にさいしてはパンチカード

の上部，余白の部分に配列される。第34図に示したのは80欄パンチカードで，17欄，18欄，31

欄，35欄に12行全部のパンチがしてある。

　カードスペースの右側部分に，35mmあるいは16mmのマイクロフィルムのコマを貼込む

孔（開口）を1個ないし数個残すこともある。カードの左側部分には，フィルムに撮影された

対称（1ないし数対称）の基本検索項目のコードがパンチングされる。開ロパンチカード用紙

へのマイクロフィルムのコマの取付け，その引伸し複写の作製，ある開ロカードから他のそれ

へのマイクロフィルムのコマの複写は，オートメーションないし半オートメーション装置によ

つて高速で行なわれる。このような開ロカードは外国では，図版清報やテキスト情報の保存用

にひろく用いられている（第35，36図）。

　いくつかの場合には80欄パンチカードの右側部分はテキスト（論文あるいは他の刊行物の抄

録）を印刷するのに用いられ，左側部分には抄録に含まれるコード化された基本概念がパンチ

ングされる。しかし，パンチカードの全スペースは情報のコーディングに当てられることの方

が多い。

　カードの孔（中抜き）は半自動キーパンチカードマシンによつて行と欄の交差点にパンチさ

れるが，その揚合個々の中抜きが行一欄座標システムによつて標示されるような具合にパンチ

される。カードは，黒鉛筆でつけた特別の標示によつて自動的にもパンチできる。標示のつい

たカードは電気式パンチカードマシンを通つて流され，マシンは黒鉛筆の標示がしてある場所

にだけ中抜きパンチをする。再せん孔一ひとつのカードから他のカードヘの情報の移行一もま
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第34図　　標準型80欄マシンソートパンチカード
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第35図　ワイドフィルムつきマシンソート開ロパンチカード，Fi㎞sort型
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た自動的に行なわれる。それぞれのカード索引につき2つの大量のカード群（セット）が用意

される。その1つは制御用であり，情報検索はもう1つのカード群で行なわれる。便宜のため

大量のカード群（マッシーフ）は，ひとつの分類項目あるいは複数分類項目の組合わせによつ

て一連のサブマッシーフに仕分けされ，その後の検索はこの整理されたサブマッシーフ群によ

つて行なわれる。

　ヘリ孔パンチカードにおける索引カードとはちがつて，マシンソートパンチカードの索引カ

ードには出発データの表あるいは標準形式がつけてある。これらの表からパンチカードヘは，

検索項目によつて記述される一部のデータだけが移される。コーディングすることが不可能か

あるいは適当でない残つた情報は，表の形，そのマイクロフォトコピーの形かまたはマイクロ

フィルムの形で保存される。

　表の検索は手動ないしは特殊な光学機械装置によつて行なわれる。

　パンチカード索引，出発データの表，コードシンボルのセット，および完成されたコーディ

ング図式の組合わせが，まさに単一情報検索システム（IPS）である。今後，パンチカード索引

の個々のタイプを検討するさいには，情報キャリァにおける情報の全量，情報の表現規則と表

現方法の一般的標示にこの術語を用いることにする。

　3・情報質問の分析とコーディング：　情報質問は，一定の問題，概念，データなどに関す

る情報を探し出せという簡単明瞭に形成された要求である。書誌学的質問とちがつて，情報質

問には筆者名も，刊行物名も，出版年度も，もしそうしたデータのすべてがそれ自体質問者の

直接目的でないかぎり，示されない。地質学上の，もつと正確にいうと岩石化学上の情報質問

の一例として，つぎのような要求をあげることができよう。すなわち，化学分析の索引カード

の中から，西サヤン山脈（Sheet　IV－46）のデボン紀花闘岩で，貫入岩体の頂部から採取され

65％以上のSio2を含有するものを探し出せというような要求。

　原則的には第3段階は第1段階に似ている。情報質間では，検索項目は抜き出され，そのおな

じ分類項目をパンチカードにコーディングするのに用いられたと同じコードでコードされる。

　4．情報検索：　情報検索の課題は，情報質問の中に含まれる分類項目がその中にあるマッ

シーフのなかから選び出すことにある。そのためには，マッシーフはCalculating　perforadonal

mach1ne（ソーティングマシン）あるいは電子計算機によつて処理される。

　ソーティングマシンはその構造上，検索のためには所要分類項目の座標（欄一行）を指示し

てやらなくてはならないようになつている。機械はマッシーフあるいは整理されたサブマッシ

ーフのすべてのカードを選り分けることによつて，パンチカードに記録してあるコードと情報

質問のコードの比較をおこなうのである。コードがr致すると，機械は元のマッシーフからパ

ンチカードを区分けして収納ポケットヘ送る。検索はときとしては，なんらかの分類項目を有

する記録（パンチカード）を排除することによつて行なわれることもある。その場合それらの

パンチカードは選び出され，残ったカード群が全部，情報質問の要求に答えることになる。

　検索の確実度，すなわち必要情報の選出確率と虚偽清報の排除確率は，パンチカードと情報

質問の中に提示された分類項目の境界がどれだけ一致するかにかかつている。一意的でない解

釈を排除する最大限に明確で安定した検索項目を選べという要求も，これで説明がつく。

　電気的ソーティングマシンの情報検索速度は1分間に300～450枚，電子ソーティングマシン

では1分閲700～1，000枚である。

　印刷装置（会計機tabulator）はカードにパンチされた情報を数字あるいはテキストの形に翻

訳するカードに含まれている。情報を印刷に仕上げるこれらの装置には，数字式あるいはアル

ファベット数字式の2つのタイプがある。

　パンチカード索引が作製され検索が行なわれる機械計算ステーションは，通常，機械や装置

の集合体が装備されていて，単に検索操作だけでなく，情報の統計的処理やその他の計算作業

も行なえる。
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第3表　サンプルの地質学的完全記載と
0851

著者，組織
サンプル番号

採　取　年

G．G．セミヨー

ノフなど

1960年

コ ド数

欄　番　号

成 分

含有量（％）

欄　番　号

補足データ

指　　　標

ノルム計算

全ソ中央地質研

究所数理統計研

究室目録番号

0851

0851

1－4

Sio2

74．20

18－21

　／
／
化学分析

Tio2

O．25

22－25

　／／＋
ノルム計

算

軽分離物

重分離物
サンプルの完全記載：

色，構造，組織，後マグマ性変

質，熱水性変質，表成変質

物理性の測定とその方法

各鉱物の化学分析

その他の室内実験

注と補足

岩　石　名

細粒花醐岩

・87〆

5－7

Al203

13．09

26－29

　／
／
後マグマ

性変質，

熱水性変

質

5

Fe203

0．53

30－33

　／
／
表成変質

座 標

ノV－46

44600

8－12

FeO

1．76

34－37

　／／＋
物理性の

測定

MnO

0．08

38－40

　／
／
鉱物の化

学分析

地質体の形態

貫入岩体

1

13

MgO

0．54

41－44

　／
／
その他の

室内実験

CaO

0．43

45－48

　／／

正長石一40％1斜長石（No13）一33％3石英一17％

黒雲母一4．1％1角閃石一2％3副成鉱物（燐灰石，

帯桃灰色，塊状構造（コード31）三pegmatoid組織

比重2．751比重計法で測定
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地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

化学分析データ マッシーフ

　　2
サブマッシ
ーフ　IV

サ　　ン　　プ　　ル

採　取　個　所

山塊縁辺部

3

14

Na20

2．99

49－52

K20

4．70

53－56

サ　　ン　プ　ル

採　取　条　件

不 明

0

15

BaO

0．0

57－59

P205

0．08

60－62

年 代

層位学的データ

に よ る

デボン紀

29

16－17

H20＋

0．0

63－65

H20一

0．0

66－68

絶　対　年　代
　　100万年

方　　法

16

11．JI。JI．

0．0

69－71

Σ

98．66

72－75

サンプリング対

称の地理学的・

地質学的特徴

西サヤン山脈。

貫入性サビナ山

塊。

ジョイマグマ性

複雑岩。

コ　　ドされず

分　析　者　名

組　　　　　織

ニキーチナ，A．A．

UXJI　C3TFy

金紅石）一1．5％

（コード069）；非変質
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地質調査所月報　（第20巻第9号）

　マシンソートパンチカード処理用の設備や諸装置については，詳しくは専門文献〔（ミハイ

ロフ，1964年）；ケイシーなど，1963年1ペレッツ，フロロフ，1963年1ペレッツ，ボブイレ

ワ，1964年1フロロフ，1964年〕を参照されたい。

　　　　　　　　　　地質情報処理の情報検索システム

　地質学においては，他の科学におけると同様，情報量がたえず増大してゆく中で情報を能率

的に加工する問題が起つてからすでに久しい。この問題の解決は，地質学データの保存と検索

の方法を完成することに負うところが多い。

　ソ連および外国の多くの研究者〔（ミハイロフ，1964年）∋CLEvERDoN，LANcAsTER，MILLs，

1964年l　RoBINsoN，1965年，1966年〕たちの研究論文は，もつとも便利な形式はCalculating

perfora丘onal　machineおよび電子計算機を基礎とするIPS（情報検索システム）であることを

証明した。

　蓄積される情報の性質によつて，IPSはドキュメンタリーIPSとファクトグラフィックIPS

に分けられる。前者はドキュメント（論文，報告，monographs等）の保存，検索およびそれ

につづく配付を目的とするものであり，後者は体系化されたデータ（各種の分析，測定，試験，

計算などの結果）の保存と検索を目的とするものである。ファクトグラフィックのIPSの例

としては，全ソ地質研究所の数理統計研究室で完成された，結晶岩石の化学分析ならびにその

岩石学的記録を保存するためのシステムである。このシステムは分析結果を保存することを目

的とし，80欄パンチカードが一連のカー一ド群を成し，各カード群の量は9，999枚とV￥う形をと

つている。

　分析された岩石サンプルの詳細な記述は完全情報表に記入される。この表（第3表）には，

サンプルの化学組成，鉱物組成を特徴ずけるデータ，岩石名と年代，採取個所，採取条件，採

取場所の地理的定置と座標を記入し，サンプルを採つた地質体の特徴をしめし，サンプルの

色構造，組織を詳しく記述し，後マグマ性変質，熱水性変質，表成の各変質をしめし，各種

の室内実験の結果（密度，放射能などの物理特性の測定）を記入する。

　80欄パンチカードには，検索項目によつて記述される基本的情報だけが移される。その分類

項目とはつぎのようなものである。

　1）岩石名
2）

3）

4）

5）

6）

サンプルの採取場所の座標（縮尺1；L　OOO，000から1；200，000までの図葉番号）

地質体の形態

各地質体に対するサンプル採取点の状態

サンプル採取の条件と個所

標準ヶイ酸塩分析の際に測定される酸化物の品位；SiO2，TiO2，A1203，Fe203，FeO，

MnO，MgO，CaO，：Na20，K20，BaO，P205，H20＋，H20一

若干限定されてはいるが，検索項目中に岩石の年代を含めることができる。この分類項目が

検索項目として用いられるのは，つぎの場合だけに限られる。すなわち，絶対年代の測定が古

生物学データによつて直接確認される場合か，あるいはサンプルを採つたもとの地質体の状態

が充分な観察を経て正確な層序を有する場合である。しかしながら，これらの場合でも岩石の

年代のインデックスは，他の分類項目と組合わせたときにのみ検索項目の役を果たしうるにす

ぎない。

　情報の基本的部分は，パンチカードの80欄全部の10個の行にコードされる。5，16，18，22，

26，30，34，38，41の各欄の第11行目は，若干の質的特徴の標示に当てられる。これらの補足

的指標は質的情報にとつて独自の検索項目となりうる。なぜなら，それらは当該特徴があるこ

と，そしてその詳細な記述が完全情報表にあることだけを示すものだからである。そして完全

情報は表の左上隅に示された数理統計研究室（LMM）のカタログ番号によつて探し出され

る。
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　　　　　地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

基本情報のカードモデルは，つぎのような恰好になる。

欄番号

1－4
5－7

8－12
　13

　14

　15

16－17

登録される情報

全ソ中央地質研究所’数理蔑計研究室目
録番号
岩石名

座標（図葉番号）

地質体の形態

地質体に対するサンプル採取点の状態

サンプル採取の条件と個所

層序による年代

補足指標（カット）の意味＊

含有量（％）

18－21

22－25

26－29

30－33

34－37

38－40

41－44

45－48

49－52

53－56

57－59

60－62

63－65

66－68

69－72

73－77

78－80

Sio2

Tio2

A1203

Fe203

FeO

MnO
MgO
CaO
Na20

K20
BaO
P205

H20＋

H20一
灼熱減量

Σ

その他

サプマッシーフの指標

岩石の補助名があることの指示

絶対年代の測定値

補足的化学分析値

ノルム計算値

各鉱物の分析値

後マグマ変質の指示

酸化ならびに風化プロセスのデータ

物理性の測定値

その他の室内実験データ

　　＊カットは指示されたコード（1，5，16，18等）の第1欄の第11行目に入れる。

　コーディングには直接コード，コンビネーションコード，序列コードおよび反覆コードが用

いられる。

　カタログによる番号と岩石の名称は序列コードでコーディングされる。岩石の名称一覧表は

699記号を有し，貫入生成物，噴出生成物および変成生成物を包括している。岩石の名称はア

ルファベット順に配列してある。各同義語はおなじ記号をもち，対等の術語とみなされる。

コード

038＊

039

040＊

056

057

038＊

058

343

040＊

345

岩 石 名

安山玄武岩（安山岩質玄武岩）

安山岩質石英安山岩

安山岩質粗面岩（粗面安山居・ラタイト）

玄武岩

方沸石玄武岩

安山岩質玄武岩（安山玄武岩）

灰長石玄武岩
ラルヴィク岩（ラウルヴィク暑・アルカリ閃長岩・プラスカイト・テンスベル
グ岩・ウンプテク岩）
ラタイト（安山粗面岩・粗面安山岩）

レッドモア岩（マリン岩）
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地質調査所月報　（第20巻第9号）

346

694

040

635

636

白閃長岩

トラップ岩

粗面安山岩（安山粗面岩・ラタイト）

粗面玄武岩

粗面ドレライト

＊同義語

　同義語そのもののほかに，さらに，狭い地域的名称やもつと広い一般的名称をもつている若

干の岩石グループが区別される。たとえば，上記のコード番号343の例では，アルカリ閃長岩

（一般名称）とアルカリ閃長岩の変種一プラスカイト，ラウルヴィク岩，テンスベルグ岩，ウ

ンプテク岩が1グループにまとめられている。こういうふうにまとめたのは，岩石の変種を定

義する必然的で単一な「徹底さ」にかんする了解がないためであり，したがつてある研究者は

岩石をアルカリ閃長岩と定義するし，他の研究者はまつたく同一の岩石をもつと狭く，たとえ

ば，プラスカイトと名づけているようである。アルカリ閃長岩にかんする質間に対する答とし

て，現存する分類のもとではもつと狭い名称を有する岩石という形も提起されるであろう（さ

もなければ，そういう岩石は行き場がなくなつてしまう）。完全情報のカードにはこうした狭

い名称も示してあり，そのつもりになればいつでも，いま問題にしている岩石はどういう種類

のものかを確かめることができるわけである。

　もつとも広く普及している岩石変種の場合，1つのグループにまとめることは行なわれな

い。逆に，それらは独自のコード番号をもつている。たとえば，花商岩類の科目の岩石の変種

を表わすのに50の番号が用いられている。

コード 岩 石 の 名 称

花醐岩（それがより正確に定義されていない場合）

曹長石花闘岩

曹長石化花嵐岩

アラスカ岩質花闘岩

花巌岩質アプライト（アプライト質花醐岩）

アプライト質花醐岩

黒雲母花醐岩

両雲母花醐岩

アルカリ花謁岩

エジル石花闘岩

花醐岩類（より近い定義づけなし）

花闘閃緑岩（石英閃緑岩・トロンジエム岩）

文象斑岩

　中間組成の岩石（花謁閃緑岩，花闘閃長岩，斑礪輝岩等）も独自のコード番号をもつている。

　ソートに余計な時間をかけないため，マッシーフ全体がいくつかのサブマッシーフ群に分け

てある。サブマッシーフ群を区分する根拠には，A。N．ザバリツキーの火成岩分類法が用いら

れている。

サブマッシーフ

I
H
皿

岩 石 の 科 目

斑栃玄武岩グループ

無長石長塩基性岩グループ（ズン岩・輝岩・オリヴィナイト）グループ

閃緑安山岩グループ
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地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

IV

V
v［

皿

皿

花商岩類グループ（花歯岩・花崩閃緑岩および噴出性類似岩）

閃長粗面岩グループ

霞石閃長響岩グループ

アルカリ斑紡岩類・玄武岩類グループ

その他の岩石名（堆積岩は除く）

　堆積岩は標準珪酸塩分析に付されることはまれなので，上記システムには含まれていない。

けれども，堆積岩を索引カードに含める可能性は残されている。岩石名のコード記号の完全な

一覧表とサブマッシーフ群の指標は，付録1にかかげてある。

　図葉の専門語のコーディングには，コンビネーションコードが用いられる。縮尺1二1，000，000

および1：500，000の図葉の文字イン／デックスは，序列コード（南から北へ）で標示される。

コ ド インデックス

縮尺1：1，000，000用

0
1
2
3
4
5
6
7

（8 欄）

1，J

K
　L

M
　N

　O

　P

　Q

コ　　ー　　ド

　　　8

　　　9

　　　11（カット）

縮尺1：500，000用

インデックス

41

42

43

44

　　　R

　　　S

T，Uその他

（11－12欄）

A
B
B
r

　縮尺1：1，000，000の1－60の図葉番号は9－10欄に反覆コードで記録される。　縮尺1：

200，000の1－XXXVIの図葉番号は，11－12欄に同上のコードで記録される。このようにして，

M－45－XXVIの図葉の専門語は34526なる数で，N－46の図葉は44600でといつた具合にコ

ードされなくてはならない。

　地質体の形態，地質体に対するサンプル採取個所の位置，およびサンプル採取条件は，13，

14，15欄に直接コードで標示される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　　　欄

コード

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

地　　質　　体　　の　　形　　態

情報なし

マッシーフ（火成岩貫入体）

岩株（岩株状岩体，岩株様岩体）

岩脈

鉱脈（熱水生成物または交代生成物）

貫状岩体（貫入岩岩脈）

層状岩体

岩床（流状岩体）

火山岩筒（爆裂火山岩筒，岩頸）

その他の岩体

　　　　　　　　　　　　14　　　欄

コード

0
1

地質体に対するサンプル採取個所の位置

情報なし

岩体の中央部
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　2

　3

　4

　5

　6

7－9

岩体の頂部，近頂部，浅表部

岩体の縁辺部，接触部，内接触部

外接触部

岩体のその他の部分

捕獲岩

その他

15 欄

コード

0
　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

8－9

サンプル採取の条件と場所

情報なし

自然露出（初成露頭）

人工露出（溝渠，露天掘，竪坑，採石場）

試すい（コアー）

坑道（水平坑道，竪坑）

ずり

排土，砂鉱，’漂礫，沖積層，洪積層

サンプル採取のその他の場所と条件

その他

　地質年代は層序によつて第16－17欄に序列コードでコーデイングされる。そのさい，層群，

層系および層は独自のコード記号をもつ。重なつた地層（ジュラ系＋白璽系）と中間層（ジュ

ラ系一白璽系）の標示には，同一の数値が用いられる。たとえば，

コード

06

07

08

09

地　質　年　代

白璽紀

上部白聖紀

下部白璽紀

ジュラー一白垂糸己

コード 地　質　年　代

・・1ジユラ紀

56　　　中生代

　サンプルに絶対年代の測定値があれば，そのデータは完全情報表の中に保存され，第16欄の

第11行に中抜き（カット）が行なわれる。

　化学成分の含有量は相応する欄に反覆コードで記録される（パンチカードモデルを参照）。

たとえば，SiO2の含有量45．75％は18－21欄に4575とし．て記録され，MnOの含有量0。07％は

38－40欄に007として記録される。

　検索を容易ならしめるため，マッシーフは！8－21欄（SiO2含有量），49－52欄（Na20含有

量），53－56欄（K20含有量）というふうに漸増順に細かいグループに仕分けされている。

SiO2にはつぎのような累進法が採られている。すなわち，1）45％以下，2）45－55％，3）56

－61％，4）62－67％，5）68－75％，6）75％以上。K20とNa20では，1）1％以下，2）1

一5％，3）5．1－7％，4）7．1－10％，5）10％以上という累進法が採られている。個々のサ

ブマッシーフには，脈岩の分析値がすべて抜き出してある（ソーティングは13欄の第3行によ

る）。

　つぎに掲げたのは岩石の化学分析値と，パンチカードに記録するさいのサンプルの記載であ

る。カード（第37図）上の記録の解読はつぎのような具合になる。すなわち，「サンプルNα

0851，花樹岩は図葉！〉一46（西サヤン山脈）において，デボン紀の貫入岩体の縁辺部で採取。

化学組成は（％で）SiO2－47．205TiO2－0。251Al20r13．Og　l　Fe203－O．531Fe－1．761Mn

O－0．09三CaO－0．435MgO－0．54三Na20－2．99三K20－4．701P205－O．081Σ一98。66」。

　他のカード（第38図）には基本的項目が記入してあるだけでなく，第5欄の第11行には岩石
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第37図　　全ソ中央地質研究所数理統計研究室方式IPSによる岩石の地質学的特徴と化学的組成の記録見本
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地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

の補助的名称の指標が切込みで示してあるし，第18欄の第11行には，完全情報表に補足的化学

分析値が載つていることがカットで示してある。カードの解読はつぎのようにして行なわれ

る。すなわち「サンプルNo．1870，精確な補足名称をもつユウクライトで，シートM－45－

rでデボン紀の貫入岩体から採取，補足の化学分析値あり」。もし地質学者が岩石の精確な名

称とか，あるいは補足的分析値のデータに関心をもつならば，そのサンプルに関する一切の情

報を有する完全情報表を探し出してほしいという質間をすればよい。けれども，専門家の90％

はその作業で，パンチカードに保存されている基本データしか利用しない。

　IPS　（情報検索システム）は通常，もつとも大量，かつ利用頻度の多い情報を検索するため

に作製され利用される。火成岩の岩石学的および岩石化学的分野では，そういう種類の情報と

いうのは化学分析（標準ヶイ酸塩分析）であり，これには岩石学的記載が添えられる。そして

岩石は化学的にその特徴づけが行なわれた場合にのみ初めて，完全記載をおこなつた（完全に

鑑定された）ことにする。

　堆積岩の化学分析はいまのところ，残念ながらまれであり，それを保存するためにIPSを

作製することは現在ではおそらく適切ではあるまい。堆積岩はむしろ粒度分析にかけられるこ

との方がかなり多い，というのは分析結果が多くの岩石組成の基礎とされるからである。だか

ら，堆積岩の粒度分析データおよびその地質学的記載の保存と検索をおこなうために，全ソ中

央地質研究所数理統計研究室で，堆積岩および一部火山源堆積岩のパンチカードモデル，タイ

プコードおよびコーディング図式を含むIPSが完成されたのである。これらのデータを保存す

るためのIPSはまた，事実記録的システムにも当るものであり，カード9，999枚を用いた一連

の80欄パンチカードマッシーフとして試料の分析とその記載を保存することを目的としてい

る。堆積岩の試料（サンプル）の完全記載は，火成岩用の表に似た完全情報表に保存される。

　粒度分析の結果以外にパンチカードに移されるのは，検索項目になりうるもつとも必要欠く

べからざるデータだけ，すなわち岩石名，試料の鉱物組成，組織年代，および採取場所と条

件に関する情報等だけである。火成岩の化学分析用のIPSの場合よりもつと大きな役割を演ず

るのは，カット，すなわち完全情報表にさらに詳しく記載された若干の特徴があることを示す

補足的指標である。カットは1－20欄の第11行と第12行にパンチされ，そのさい第11欄のパン

チングは完全情報表に上記の特徴記載が存在することを意味し，第12欄のカットは，その特徴

記載のために特別のIPSが設けてある場合にパンチされる。たとえば，岩石のサンプルが粒度

分析だけでなく化学分析をも受けて，化学分析データが完全情報表に保存されている場合に

は，第15欄には第11行のカットがパンチされなくてはならない。もし化学分析データが，その

ほかに，特別のIPSに入つているならば，第15欄にはまた第12行のカットもパンチされなけれ

ばならない。このようにして，カットシステムを用いれば，任意の種類の分析データの保存を

目的とする個々のIPSがひとつの目的でもつて連繋され，情報の検索がかなり速められる。つ

ぎにパンチカードモデルと補足指標（カット）の意義を示そう。

欄番号

1－4

5
6
7

8
9

内 容

全ソ中央地質研究所数理統計研究室

目録番号によるサンプル（試料）番号

岩石グループ名

岩石サブグループ名

同　上

鉱物組成による細分

膠結物の組成

補足指標（ヵット）

サブマッシーフ番号

試料の分光分析あり

酸化，風化過程に関するデータあり

中間組成の岩石中の成分は同じ割合で

ある

ノルム計算データあり

basa1型の膠結物は薄片（サンプル）

の看以上あり
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24－26

27－29

30－32

33－35

36－38

39－41

42－44

45－47

48－50

51－54

55－58

59－61

62－64

65－68

組成の85％以上をなす粒子の大きさ

による岩石の細分

鉱石を構成する有用成分一覧表

試料（サンプル）の採取場所と条件

の特徴

同　上

地質体の境界における試料（サンプ

ル）採取点の位置

層，層群，間層中の地質体および地

質生成物のタイプ

層序による年代

同　上

同　上

地質図幅の番号

地質図幅の番号

同　上

　〃

　〃

分離物含有量（％）

1mm以上

0．5－1mm
O．25－O．5mm

O．10－0．25mm

O．05－0．10mm

O．01－O．05mm

O．005－0．001mm

O．001－0．OO5mm

O．001mm以下

Samplingの間隔の厚さ，cm

Sampling個所における地質体の見

かけの厚さ，m
大きさ0．10－0．25mmの重分離物の

含有量，％

大きさ0．10－0．25mmの軽分離物の

含有量，％

総採取量，gr

当該岩石の孔隙率の測定結果あり

有用成分は少量混在物（admixture）

で存在する

岩石の比重の測定結果あり

岩石の他の物理性の測定あり

サンプルは層系，断層等も含まれてい

る

化学分析データあり

絶対年代の測定結果あり

試料（サンプル）を採つた地層は，古

生物学的年代決定結果を有する

岩石は別の分類法（岩石層位分類法な

ど）に従つて細分化されている

緯度と経度の測定あり

絶対海抜高度測定結果あり

　コーディングには，直接コード，コンビネーションコード，序列コード，および反覆コード

が使用される。カタログによる番号は序列コードで記録される。地質図幅の専門語を記録する

には，IPSで岩石の化学分析用に用いるのと同じコンビネーションコードが用いられる。試料

中の分離物含有量％），試料の重量，Samplingの間隔の厚さ，SampIing個所における地質体

の見かけの厚さは，反覆コードで記録される。

　地質年代は層序によつて，第16一第18欄にコン！ビネーションコードでコードされる。界，系

および統は，IPSで岩石の化学分析用に用いられるものよりも詳しい序列コードでもつて第16

一第17欄に記録される。

　　　　　　　　　　　　　　　　62一（616）



地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

コード

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

インデ
ックろ

　Q

　N

　N2

　Nl

Pg－Ng

　Pg

　Pg3
　Pg2
　Pgエ

Cr－Pg

　Cr

　Cr2
　Crl
J－Cr

　J

　J3

　J2

　Jl

T－J

　T

　T3
　T2

　Tl

P－T
　P

　P2

　Pl

C－P
　C

　C3

　C2
　Cl

D－C
　D

岩石の地質年代「一ド

情報なし

第四紀

新第三紀

鮮新世

中新世

古第三紀一新第三紀

古第三紀

漸新世

始新世

暁新世

白璽紀一古第三紀

白垂紀

上部白璽紀

下部白聖紀

ジュラ紀一白聖紀

ジュラ紀

上部ジュラ糸己

中部ジュラ紀

下部ジュラ紀

3畳紀一ジュラ紀

3畳紀
上部3畳紀
中部3畳紀

下部3畳紀
ペルム紀一3畳紀

ペルム紀

上部ペルム紀

下部ペルム紀

石炭紀一ペルム紀

石炭紀

上部石炭紀

中部石炭紀

下部石炭紀

デボン紀一石炭紀

デボン紀

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

54

65

インテ

ツ7ス
　D3

　D2

　Dl

S－D
　S

　S2

　Sエ

0－S

　O

　O3

　02

　01

Cm－0

　Cm

　Cm3
　Cm2
　Cml
Pt－Cm

　Pt

　Pt3

　Pt2

　Ptl

A－Pt
　A

pCm
　P2

　M2
M2－K2

　K2

岩石の地質年代

上部デボン紀

中部デボン紀

下部デボン紀

シルル紀一デボン紀

シルル紀

上部シルル糸己

下部シルル糸己

オルドヴィス紀一シル

ル紀

オルドヴィス紀

上部オルドヴィス紀

中部オルドヴィス紀

下部オルドヴィス紀

カンブリヤ紀一オルド

ヴィス紀

カンブリヤ紀

上部カンブリヤ紀

中部カンブリヤ紀

下部カンブリヤ紀

原生代一カンブリヤ紀

原生代

上部原生代（Pt3sn，震
旦紀，Pt3vウェンジア
ン統，Pt3rfリフェアン
紀

中部原生代

下部原生代

始生代一原生代’

始生代

先カンブリヤ紀

古生代

中生代

中生代一新世代

新世代

その他の地質年代測定

結果

　階は，「古生物学表」（1958年）に出ている目録に従つて・若い階から古い階へ一連番号で標

示してある。

　アプチアン階の鉱床中から採つたサンプルは131という数字でコードされ・この数字の13は

対応する統（下部白璽紀）であり，1は階である。年代が古生物学的にも・また同位元素地質

年代決定法によつても測定されていて，しかもそれらのデータがよく一致している場合は・十

分確実な情報検索を行なうことができる。そうでない揚合には，検索分類項目としての地質年

代はきわめて慎重に，かつ他の検索項目と組合わせてのみ使用すべきである。絶対年代測定法

および古生物学的年代決定法があるという指示は，第16欄と第17欄にカットでもつてコードさ

れる。

　堆積岩の層序のばあいには，岩石層位学的分類（層，層群，層系）あるいは大きな基準とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　63一（617）
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つている年代単位（セノニァン階，ホテリァンーバレニァン階等）が非常によく示される。前

者の場合には年代は統で示され，第18欄の第11行にカットされる。後者の場合はより古い階の

年代が示され，やはり第18欄の第11行にカットされる。

　粒度分析データ用のIPSを作るさいにもつとも困難を呈したのは，堆積岩の名称のコーディ

ング図式である。現行の堆積岩の分類は多くの見地（化学組成および鉱物組成構造の特徴，

生成条件等）によつてなされてきたので，堆積岩の多面的な記載を保つて考慮できるようなコ

ーディング図式が完成された。これで粒度分析データを保存する場合だけでなく，他の任意の

分析（熱分析，化学分析，分光分析）を記録する場合にも，また概して，堆積岩の名称や記載

をコードする必要があるすべての場合にこの図式を利用しようというわけだつたのである。

　この目的のため情報分類法が完成されたが，これは堆積岩を取扱つた一連のモノグラフに載

つた堆積岩を分類する要素となるものである（L．B．ルーヒン，1962年l　N．M。ストラホフ，

1962年1堆積岩石学要覧，1958年）。情報分類法はもつぱら，検索のさいの情報雑音を最少限に

とどめる。すなわち，質問に対する答として最大限に完全，かつ精確な情報を与えることを目

的としたものである点を強調しておかねばならない。だから，これは堆積岩の地質学的分類法

一般とみなすべきではない。

　情報分類法の基礎には分類段階的原則が置かれている，つまり最初はより大きなもの，つい

でだんだん細分化されてもつとも小さなものに至るまでそれぞれ所属する岩石のグループを区

別するということである。コーディングにはコンビネーションコードが用いられる。岩石の名

称には，その分類されたグループ，構造の特徴，化学組成あるいは鉱物組成に応じて，5－11

欄が割当てられる。5欄には序列コードで主要な分類グループが記録される。

5 欄

コード1

1
2
3
4
5

岩石グループの名称

火砕岩グループ（凝灰岩・層灰岩）

狭義の砕屑岩グループ

炭酸塩岩グループ

珪質岩グループ

燐酸塩岩グループ

！コイ

6
7
8
9
0

岩石グループの名称

炭質岩グループ

含塩（ハロゲン）岩グループ

含有用成分岩グループ

中間組成岩グループ

その他の堆積岩

　これらの岩石をこういうグループに分けるやり方は，それぞれ異なつた原則，すなわち成因

的に（火砕岩グループおよび狭義の砕屑岩グループの場合），化学的に（炭酸塩岩グループ，燐

酸塩岩グループ，珪質岩グループその他の岩石の区分）に則つてはいるものの，これは伝統的

に行なわれてきたものである。情報検索の確実性という観点からすれば，これほど多種多様な

岩石を一つの論理的段階に統合することは十分許容されるべきものである。この段階で区分さ

れているものに，さらに3つの大きな岩石グループがある。すなわち，中間組成および混合組

成のもの，鉱石成分に富んだものならびに或る場合には鉱石そのものになつているもの，そし

て第3になんらかの理由で区分されたどのグループにも入れられないすぺての堆積岩である。

6と7の欄は，区分された主な分類グループの中の岩石の名称を記録するのに当てられてい

る。この場合も岩石の区分の基礎には異なる原則が置かれている。

　火砕岩は，砕屑粒の鉱物集合状態によつて細分化される。この情報は6欄に序列コードで記

録され，その場合対応する分類グループの番号を5欄にパンチしておく。7の欄は当該火砕岩

の岩石学的所属にかんする情報の記録用に当てられ，そのもつと小さな単位のものを記載する

ことができる。たとえば，結晶砕屑安山岩質凝灰岩は5－6－7の欄にコード数134で記録さ

れることになる。
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6 欄 7 欄

コード

　1

　2

　3

　4

　5

6－9
　0

凝灰岩・層灰岩

集塊岩質

リソ砕屑質

結晶砕屑質

ヴィトロ砕屑質

混合質

その他

凝灰岩および層灰岩のその他のもの

凝灰岩・層灰岩

石英安山岩質

珪長岩質

粗面岩質

安山岩質

玄武岩質

その他

　狭義の砕屑岩は，L．B。ルーヒンのデータ（1962年）により，砕屑粒の大きさとその流体力

学的特性に立脚したN，B．ヴァソエヴィッチの有名な構造輸廻ダイヤグラムに従つて区分され

る。6の欄には，丸まつた砕屑から成る非膠結岩の名称が序列コードで記録される（カッコ内

は円琢されていない種類のものの名称が，粒子のより大きいものからもつとより小さいものの

順で示してある）。7の欄には膠結岩の種類の名称が序列コードで記録される。

6 欄 7 欄

コード

　1

　2

　3

　4

　5

　6

7－9
　0

狭義の砕屑岩

巨礫

大礫

小礫

砂

シルト

粘土

その他

膠結岩

狭義の砕屑岩

礫岩と角礫岩

角礫岩

小角礫岩

砂岩

シルト岩

泥岩と粘板岩

その他

非膠結岩

　砕屑岩の各種類のコーディングも，分類グループの番号を5の欄にパンチした方がよい。

もし非膠着岩の記載がある場合には6の欄には，対応する番号がパンチされ，7の欄には0が

パンチされる。また逆に，膠着岩の方をコーディングする場合は0が6の欄にパンチされる。

シルトという岩石名はその場合5，6，7の欄にコード数250で記録され，シルト岩という岩

石名はやはりそれらの欄にコード数205で記録されることになる。第3一第7の分類グループ

の岩石は，その化学組成および鉱物組成に応じて細分され序列コードで第5，第6，第7欄に

記録される。

6 欄

コード

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

炭 酸 塩 岩

石灰岩

大理石化石灰岩，大理石

ドロマイト

泥灰岩

マグネサイト

石灰岩とドロマイトの中間成分のもの

石灰岩と泥灰岩の中間成分のもの

石灰岩とマグネサイトの中間成分のもの

その他

その他の炭酸塩岩
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珪質岩はつぎのようなグループに分けられる（G．1．ブシンスキーの分類による）。

　　　　　　　　　　　　　6　　欄

コード

1
2
3
4
5

珪　　質　　岩

珪藻土岩

海綿岩

放散虫岩

オポヵ粘土岩

トリポリ岩

臣一引

6
7
8
9
0

珪　　質　　岩

珪華岩

珪岩

珪質頁岩

チャート

その他の珪質岩

成質岩の区分は化学組成を基礎とし，ひろく分布する塩化塩岩，含フッ素岩，含硫黄岩，お

よび含ホウ素岩に分けられる。第6欄に序列コードで記録されるのは1成分，2成分，3成分

および混合の塩化塩岩と含フッ素岩である。第7欄は含硫黄岩，含ホウ素岩，およびその他の

成質岩のコーディングに当てられる。つぎに戒質岩の詳細なコードを示そう。

　　　　　　　　　6　　欄　　　　　　　　　7　　欄

コード

1
2
3
4
5
6
7
8

9
0

成　　質　　岩

塩化塩岩，主としてナトリウム塩

主としてカリウム塩岩

主としてマグネシウム塩岩

混合3成分岩（Na，K，Mg）

混合2成分岩（Na，Mg）と（Mg，Na）

混合岩（K，Mg）と（Mg，K）

混合岩（Na，K）と（N，Ka）

硫酸塩一塩化物混合岩と塩化物一硫

酸塩混合岩

ホウ素との混合塩化塩岩

含フッ素岩（ホタル石を含むもの，

その他）

威　　質　　岩

硫酸塩岩（石膏，硬石膏）

その他の硫酸塩岩

自然硫黄を含む

硫黄分10％以上の硫化物を含む

含ホウ素岩

ホウ酸塩と混りあつた硫酸塩岩

その他

　〃

　〃

その他の威質岩

特殊なグループをなすものに各グループの混合組成ないし中間組成の岩石がある。伝統的し

きたりとして，これらの岩石名はその名称の初めに従属的な組成が来て，後の方に主要なもの

が来る。この原則はコーディングの基礎にも入つていて，第6欄には岩石の組成上従属的なも

のが，第7欄には主要なものが記録される。各欄ごとの記録には直接序列コードが用いられる

けれども，全体としてはコードはコンビネーション式である。このようにして，炭質泥岩は

5，6，7の欄にコード数943で記録され，泥質炭質岩は同上の各欄にコード数934で記録され

ることになる。こういうコンビネーションコードは，組成上の混合岩を相当大量に記録するこ

とができる。混合岩がなんらかの理由でこのコードでは記述できないような場合には，その岩

石にかんする詳しい情報は完全情報表からのみ得られるという印に，第7欄に0がパンチされ

る。もし混合岩中の組成部分の比が異なるならば，両方の組成部分を記述するコード数のパン

チのほかに，組成部分の比が異なることを示すカットを第6欄の第11行に行なわなければなら

ない。

　　　　　　　　　6　　欄　　　　　　　　　7　　欄

コード

1
2
3

従属的中間組成岩

凝灰岩（層灰岩）

砂一シルト岩

泥岩

主要な中間組成岩

凝灰岩（層灰岩）

砂一シルト岩

泥岩
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4
5
6
7・

8
9
0

炭質岩

炭酸塩岩

珪質岩

戒質岩

燐酸塩岩

鉱石性岩（有用成分を含む）

その他の堆積岩

炭質岩

炭酸塩岩

珪質岩

成質岩

燐酸塩岩

鉱石性岩（有用成分を含む

その他の堆積岩

特殊なグループをなすのは，鉱石そのものと見なすことができる程度まで有用成分を濃集し

た堆積岩である。コーディングにさいしては，こういう岩石一鉱石の成因は考慮されず（それ

を確実に立証するのは困難なことが多い），ただ一般に採用されている規準に従つて鉱石成分

の濃集程度についてだけ標示されるだけである。岩石一鉱石の名称はコンビネーションコード

で記録される。すなわち，第5欄の第8行にそれぞれ分類グループが標示され，第11欄に付録

表に従つて有用成分の名称が標示される。

ll　　欄

コード

1
2
3
4
5

有用成分一覧

アルミニウム

鉄

マンガン

銅

バナジン

コード

6
7
8
9
0

有用成分一覧

ゲルマニウム

放射性元素

稀少元素および分散元素

金

その他の元素

　この図式によリボーキサイト（アルミニウムを含んだ岩石一鉱石）は第5欄と第11欄にコー

ド数81でコードされ，この揚合8はグループ番号であり，1は有用成分表中アルミニウムに与

えられた番号である。鉱石として扱われる岩石が本来の岩石名（砂岩・石灰岩・リン灰土等）

を有する場合は，第5欄には本来鉱石として取扱われない岩石がもつているグループ番号がパ

ンチされ，第11欄には鉱石成分の名称が示される。もし有用成分が岩石中の少量成分を成すに

すぎないときは，第11欄には成分のコード数以外に第11行にカットがパンチされる。前記の図

式に従つて，含銅砂岩（岩石一鉱石）はつぎのようにコードされる。すなわち，第5欄にグル

ープ番号2が標示され，第6欄には砂岩が膠結岩であることを示す0がパンチされ，第7欄に

は砂岩なる名称のコード記号である4がパンチされ，第11欄には有用成分表で銅に与えられた

番号4がパンチされる。全体で含銅砂岩のコード数は2044となる。この数でもつて，いやこれ

に第11欄の第11行のカットを加えたものでもつて，鉱石濃度に達しない銅混入物を含む砂岩が

コードされることになる。

若干の有用成分の存在は第11欄の第11行のカットによつて，その他の行はパンチせずに標示

され，詳細なデータ（各成分の名称，それらの岩石中含有量，分析の種類等）は完全情報表に

示される。

上記の9つの分類グループの中のいずれにも該当しないような岩石の名称は，第5欄に0の

パンチで標示される。これらの岩石の名称にかんする詳しい情報は完全情報表にあり，パンチ

カードには粒度分析，組織の特徴，試料採取の条件と個所のデータ，その他の情報が記録され

る。

岩石中の主要粒子の大きさによる岩石の組織上の細分（これは野外で決定された組織名であ

ることが多い）は伝統的な標示に基づくものであり，インデックス作製の過程で岩石のオリエ

ンテーションをするために粒子の寸法はmmで示される。記録するのには第10欄が当てられ，

序列コードが用いられる。
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10 欄

コード 1難8盤控騰蒼暑編雰［1コー・

1
2
3
4
5

大礫質岩＞100

粗礫質岩10－100

細礫質岩2－10
巨粒質岩と大粒質岩0．5－2

中粒質岩0．25－O．5

6
7
8
9
0

組成の85％以上を構成する粒子の
大きさ（mm）による岩石の細分

細粒質岩

微粒質岩（シルト質）0．01－0．05

超微粒質岩（泥質岩）＜0。01

その他

　〃

　試料（サンプル）の採取個所および条件の特徴づけには12と13の欄が当てられる。前者の欄

には試料（サンプル）採取の地質条件が，後者にはサン・プル（試料）が採られた採取地点の特

質が標示される。コーディングは序列コードで行なわれる。

12 欄

コード 騰辱鰯ル）採取の地質利コード1灘鰯ル）採取の地質条

1
2

3

初成露頭

溝渠，採石場，堅坑，露天掘，

その他の剥土

水平坑道，堅坑，その他の地下

切羽

13

　4

　5

　6

7－9
　0

欄

試すいコアー

試すいスライム

ずり

その他

その他の試料採取場所

コード 陽箭ぢ擁試料）採取の環境引卜一ド1

1
2
3
4

河川

海（海岸）

海（大陸棚）

水深の指示のない海および深海

底

5
6
7
8
9

サンプル（試料）採取の環境と
場所の性質

湖

氷河

沼

地上の脆弱堆積物

その他の試料採取場所と条件

　きわめて多種多様な地質学的課題を解決するに当つては，地質体の境界に対する試料（サン

プル）採取点の位置にかんする情報が必要なので，この情報を記録するのに第M欄が当てられ，

つぎの序列コードが用いられる。

14 欄

コー引

1
2
3

郷甥灘蕊罐料（刻コー・［

頂部

底部

地質体内部（頂部と底部の間）

　4

5－9

地質体の境界に対する試料（サ
ンプル）の採取点の位置

尖滅点

その他

　第14欄の第11行のカットは，当該サンプル（試料）がシリーズのサンプルかグループのサン

プルかを示している。

　堆積岩の試料の大部分は，さまざまな厚味と組成の層群および層の形で賦存する地質体から

採取される。層群および層なる名称はあまりにも一般的な性質をもつているので，そのために

特別のコード記号を採り入れることは不適当である。試料が層群ないし層中のなんらかの地質

体や生成物から採取された揚合には，そのデータは第15欄につぎのような序列コードで記録さ

れる。
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15 欄

コード

1
2
3
4
5

騨ヲ層中の地質体と生成物列コード1

レンズ

凝層

葉層（間層）

結核体

水成岩脈

　6

　7

8－9
　0

層群，層中の地質体と生成物の
タイプ

’漂礫，大礫

崩落土

余備

その他のタイプ

　サンプリング場所におけるサンプリング間隔と地質体の見かけの厚さにかんする情報は，あ

る種の地質学的課題を解くさいに興味があるものなので，これは第51欄から第58欄までに反覆

コードで記録される。

　周知のことであるが，まず最初に粒度分析にかけられるのは砕屑状岩なので，それのさらに

詳しい特徴づけを記録するために，泥岩および砂一シルト岩のサブグループの鉱物組成と膠結

物の性質をコードするコーディング図式が完成された。

　泥岩の主要鉱物のタイプによる細分化は，「堆積岩石学要覧」（1958年）に出ているM．F．ヴ

ィクーロワの分類に従つて行なつたものである。砂一シルト岩の鉱物組成の特徴づけは，一部

はN．B．ヴァソエヴィッチM．：K．カリンコの分類（1958年）により，一部は，岩石を単一鉱

物岩，オリゴミクト岩およびポリミクト岩に分ける広く採用されている伝統的な分類システム

によつた。

　その名称のなかに鉱物組成の名が出ている岩石のコーディングは，つぎの図式で行なわれ

る。最初第5，第6，第7欄に岩石のグループ番号および各カインドの番号が示され，ついで

第8欄には鉱物組成による細分が標示される。これらのデータの記録にはつぎの序列コードが

用いられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　8　　欄

コード

1
2

3
4

5
6

7
8

9

0

泥 岩

カオリナイト質

水雲母カオリナイト質とサーマイト

質

水雲母質

バイデライト水雲母質と水雲母バイ

デライト質

バイデライト質

珪酸バイデライト質とバィデラィト

珪質

余備

〃

〃

その他のもの

砂一シル　ト岩

単一鉱物性

その他の単一鉱物

長石石英質と石英長石質

石英雲母質と雲母石英質

長石雲母質と雲母長石質

その他のオリゴミクト質

アルコース砂岩質（石英長石雲母質）

硬砂岩質（塩基性貫入岩の鉱物砕屑

物の含有量が20％をこえる）

本来のポリミクト質（組成上各種の

岩石の砕屑の含有量が20％をこえ
る）

その他のもの

膠結岩のサブグループについては鉱物組成のほかに，膠結のタイプと組成の決定結果も与え

られることが多い。もつとも広く分布しているタイプのものは第9欄に序列コードで記録され

る。
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9 欄

コード

1
2
3
4
5

膠結物の組成

珪質

炭酸塩質

泥質

粘土緑泥石質

含鉄質

iコー司

　6

　7

8－9
　0

膠桔物の組成

石膏質

混合質

余備甲

その他

　膠結物がサンプルの半分以上を構成してベイサルタイプのものである場合には，第9欄の第

11行にカットをする。孔隙型の膠結物すなわちサンプルの半分以下でしかない場合は，カット

はせず，ただ物質組成を標示するにとどめる。

　この堆積岩および岩石学的記載をコーディングする図式だとインデックス化の程度を変える

こと，すなわち，IPSに資料を提供した地質学者が行なつた記載の完全度に左右に規制された

岩石の特徴づけを行なうことができる。

　もつとも一般的なのは，分類グループ（最低限のインデックス化の程度）までの正確さをも

つて行なう岩石の測定であり，この場合コードの記録には1桁の数で十分である。もし小区分

の岩石の完全記載，その鉱物学的構造の特性，試料の採取条件，その他IPSの記載のさいに列

挙したようなすべての細部について詳細な記載があれば，最大限に高度のインデックス化が遂

げられる。この場合コーディングされた岩石の記載は多桁数で表わされる。インデックス化の

程度によつて，質問にたいする答としてはもつとも，完全な情報も，またもつとも一般的な情

報も与えられる。

　このコーディング図式を用いれば，自然界に存在するすべての堆積岩を記載することができ

るものと考えられる（むろん，インデックス化の程度にはいろいろあるが）。このコーディン

グ図式は岩石の特徴記録の詳細化を爾後拡大してゆく可能性も考慮して設計されており，その

ためには予備の行と欄を用いればよい。すでに述べたとおり，堆積岩のコーディング図式は，

堆積岩に関する情報の保存と検索を目的としたいかなるIPSにも役立つものである。　と同時

に，この種の情報をコーディングする問題は複雑なので，ここに掲げたIPSモデルをもつて

唯一の可能な解決と考えてはならない。

　地質資料の分析のもつとも数多い種類といえば，化学分析や粒度分析とならんで，当然，砂

鉱，鉱石，火成岩，変成岩，堆積岩，表成層，沖積層，海成層，その他ルーズな地層の鉱物学

的分析がある。この分析法は試料の物質組成の測定（鉱物の鑑定）および，試料から分離され

た分離物（比重，静電特性，構成粒子の大きさ等によつて）中の鉱物量の計算との組合わせで

ある。これで得たデータは，特性判断作業や検索作業，地球化学，岩石化学，古地理学，その

他の研究調査にさいし。て広く利用される。定量鉱物学分析データの保存と検索用に，いくつか

のIPSのタイプが完成されている。例としてその中のひとつにつき簡単に述べよう。それは

現地条件の特殊性を反映する狭く一面化されたIPSの見本として興味をよぶもので，きわめ

て応用的な性質をもつている（ウラル地質調査所のパーティによつて行なわれた砂鉱分布図の

資料を保存し検索するためのものである）。　その詳細な記載は「鉱物分析換算説明書」　〔1966

年〕に出ている。

　一次資料（重鉱物標準記載）は前記の完全情報表に類似した表に書き込まれ，並行的につぎ

のようなデータのコーディングが行なわれる。

　1）　重鉱物がどこから入手されたか，その組織の名称。
2）

3）

4）

重鉱物の番号

1：100，000の図幅名

重鉱物の採取年
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5）

6）

7）

8）

9）

試料の岩石学的記載

堆積物の成因的特徴

試料の層序的位置

試料の出発容積とその鉱物組成

鉱物学的分析法

　コード数は原表の特別欄に記録され，ついで80欄パンチカードに移され，爾後，個々の分離

物の鉱物含有量の機械換算用，各種係数の計算用，確率統計論的特徴づけなどのために利用さ

れる。

　コーディングには複雑でないコードが用いられる。重鉱物の番号，採取年，試料の出発容積

は反覆コードで記録される。組織の名称，鉱物学的分析法，鉱床の成因的特徴は，特別な目録

に従つて序列コードで記録される。その他のデータの記録用にコンビネーションコードが作ら

れている。調査図の番号のコーディングにさいしては，文字インデックスは序列コードで，数

字のそれは反覆コードで記録される。

　鉱物名をコーディングするときは，その基礎として，一般に採用されている化学組成による

細分化方式を採りいれ，ついでそれをつぎのようなもつと大きいグループに統合する。すなわ

ち，1）　自然元素，2）　ハロゲン化物，燐酸塩，モリブデン酸塩ホウ酸塩3）炭酸塩，硫

酸塩，4）硫化物，5）酸化物と水酸化物，6）珪酸塩，7）　その他の鉱物および鉱物生成物

（仮像，岩石の砕片機械的混存物等）。鉱物の総目録は，重鉱物サンプリングのさいに認められ

る種類によつて限度がある。コーディングにはポジション3桁コードが用いられ，その最初の

数字は鉱物の7つのグループの1つをしめし，あとの2つの数字は，全体の表のなかで鉱物が

占めている位置によつて決まる。

　出発資料の岩石学的特徴のコーディング図式には，その基礎に伝統的な小区分法がとり入れ

てある。たとえば，堆積岩はその構造によつてルーズ岩と固結岩に分けられ，砕屑物の大きさ

では礫質岩，砂質岩，シルト質岩および粘土に分けられ，成因的には機械的砕屑性岩，化学的

堆積岩および生物化学的堆積岩に分けられる。火成岩は貫入岩噴出岩および脈岩に分けられ，

組成上からは超塩基性岩，塩基性岩，中性岩，酸性岩，およびアルカリ岩に分けられる。記録

用には3桁ポジションコードが用いられ，その最初の数字は岩石のグループを表わし，あとの

2つの数字は表の中でグループ内での岩石番号をしめす。本書で取扱つた岩石の表は，主とし

てウラル山脈に賦存するものを内容としている。

　試料の岩石層位学的定置も3桁ポジションコードで記録される。最初の数字はシステムを表

わし，あとの2つの数字はさらに細かい層位学的小区分（統階，その他地域的な単位一群，

小群，系列）を表わす。ひとつの目録のなかで層位学的，岩石学的小区分を統合することは必

ずしもよくない。というのは検索にあたつて，群，小群および系列の年代決定が一意的でなく，

しかもそれが地質学の現状の中に深くはいりこんでいるために，どうしても情報雑音が生ずる

からである。

　検索項目として堆積物の成因をとり出すのも同様にあまりよいことではない。それというの

も，堆積物の成因は鉱物学的分析の結果を研究し比較したうえで決められるわけなので，一次

資料を分析にまわすさいに成因的特徴づけに演繹的に含めてしまうと，これまた情報雑音の増

加を来たすことになるからである。

　このIPSの記載をここに出す理由は，現場資料を保存するための小IPSを作るさいにこう

いう事情を考慮し，一層慎重に所要の検索項目を選ぶように，とくにそのために出したもので

ある。経験によれば地質生成物用のコードシステムを作ることは，コーディングされるべき

検索項目と資料の客観性と情報性を評価することよりも簡単である。情報雑音を最小限にとい

う要求は，汎用的な大IPSから狭い局部的IPSに至るまで，どんな分量のIPS作製の揚合に
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も共通したものである。

　サンプルの化学分析と地質学的記録を保存し検索するための上記のIPSは，こういう情報

を保存する唯一の形態というわけではない。米国では地質事業の必要に応えて，地質学的記録

を含み，岩石・鉱石・鉱物の化学組成および鉱物組成，物理性にかんするデータを包括する

IPSが1961年に開発された〔LovERING，DAvIDsoN，1964年〕。

　一次情報は総数300に達する図表の形になつていて，地質学的記録の各種のタイプを包括し

ている。図表資料は80欄マシンソートパンチカードにコードされ保存されている。セットは5

枚のパンチカードから成つている。すなわち，1）基本カード（master　card），2）対照カー

ド（sample　control　card），3）標準珪酸塩分析カード，4）小量元素，稀少元素，分散元素，

揮発性元素その他の元素の測定カード，5）岩石，鉱石および鉱物の物理特性カード。第39図

に示したのが基本カードの見本でつぎのようなデータを内容としている。

欄

1－2

3－10
　12

　13

　15

　19

　21

　23

　24

41－47

　52

　55

　56

77－79

情 報

系列

サンプルの実験番号

コントロール

カテゴリー（岩石のタイプ）

年代

分類

構造，組織

鉱物組成

主要暗色鉱物

層序細区分

室内分析

補足的に分析された元素

同上

岩石名コード

コード見本 登録される情報

　A
D101529

　J

　T

　A

　T

　L

　D
Co1450

2－9
　9

　7

B　A7

基本カード

標準化学分析用サンプル1529

火成岩

漸新世

被覆岩

細粒状，塊状

無石英岩，斜長石が主

斜角閃石を含有

コロンビア河の玄武岩

標準ならびに定量化学分析

塩素

弗素

含角閃石玄武岩

　サンプルコントロールカードは区域の行政的位置，地理的座標，サンプル採取条件にかんす

る詳しい情報を含んでいる。第40図には，つぎのモデルによるコントロールカードの見本を示

してある。

欄

1－2

3－10
　11

　12

13－17

18－21

22－26

27－32

33－39

40－41

42－44

45－49

　60

　61

77－79

フィールドデータ

系列

実験番号

カテゴリー（岩石のタイプ）

コントロール

採取年月日

調査グループ

資料提供者名

緯度

経度

州

郡

サンプルの区域番号

サンプルの有意性

サンプル採取条件

岩石名コード

コード見本 登録される情報

　B
D101529

　」

　64110

　0954
S　M　I　S

　4230
　11300

　12
　031
GS－63－12

　C

　A

BA7

コントロールカード

標準分析用サンプル1529

火成岩

1964年10月1日採取

調査計画0954

」．SMITH
42。30’

113。00’

アイダホ

カッシャー
地質学者がつけた区域番号，
6312
地質体の重要性を示す複雑なサ
ンプル
露頭

含角閃石玄武岩
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第41図 岩石の標準化学分析の記録用パンチカードモテル（アメリカ地質調査所IPS）
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地質調査所月報　（第20巻第9号）

第41図にかかげたのは，下記のモデルによつて標準珪酸塩分析の記録をとつたカードであ

る。

欄

1－2

3－10
　11

12－13

登録される情報

14－17

18－21

22－25

26－29

30－33

34－37

38－41

欄

系列一標準分析カード

サンプル番号1529

クラスー火成岩

実験番号

　含有量（％）：
Sio2

A1203

Fe203

FeO

MgO
CaO
Na20

42－45

46－49

50－53

54－57

58－61

62－65

66－69

70－71

72－73

　74

75－78

登録される情報

K20

H20＋

H20『
Tio2

P205

MnO
CO2
Cl

F
余備

Σ

　この型のIPSは大量の情報を保存することができ，この情報は地質学者が直接作業する場

合完全には利用しきれるものではない。そういう大きな情報容量になつたのは，アメリカ地

質調査所の各支部のあいだに広汎な資料交換があり，それは図表を転送するよりもパンチカー

ドを何度も複製する方法で行なう方が容易であるという事情のためであろう。コーディングに

はアルファベット式序列コードと数字式反覆コードが広く用いられている。アルファベット式

序列コードで表わされるのは，岩石の名称とその賦存形態である。

コード

A
B
C
D

コード

J
K
L
M

噴出岩の賦存形態

被覆岩

角礫岩

膠結火砕層系

非膠結火成砕屑層系

貫入岩の賦存形態

岩脈

餅盤

岩株

底盤

卜一ド

E
F
G
H

1コザ
N
Q
R
T

噴出岩の賦存形態

膠結火砕層群

非膠結火砕層群

非分化火砕層系

非分化盗流岩

貫入岩の賦存形態

岩筒

貫入角礫岩

非分化貫入岩

包有物，結核体

　前述のような岩石賦存形態の分類は，地質調査がきわめて綿密におこなわれ，サンプルが採

取された元の地質体がたとえば餅盤であることを地質学者が実際に証明できる揚合に初めて客

観的な情報を与えることができるのであつて，そうでない場合は詳しい分類はどうしても情報

雑音を出すことになるものと考えられる。

　構造と組織はコンビネーションァルファベットコードでコードされる。これらの特徴を検索

項目として抜き出すことはあまり効果的でない，というのは，この構造とか組織とかいう概念

が根本的な問題として登揚するような質問がそう頻繁にあるとは思われないからである。

　もつと興味があるのは，鉱物組成の簡単な質的特徴を記録した欄である。これらのデータも

コンビネーションァルファベットコードでコードされる。
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地質学におけるパンチカードの応用（ソ連産業技術研究所訳）

含石英岩

A
B
C
D
E
F
G
H
I

無石英岩

∫

K
L
M
N
O
P
Q
R

曹微斜長石が主

曹微斜長石と斜長石が等量

斜長石が主

長石あり

長石が少ないか，あるいはなし

准長石あり

珪磐質鉱物が主

珪馨質鉱物と苦鉄質鉱物が等量

苦鉄質鉱物が主

　岩石中に特徴的な鉱物が存在する場合，あるいはそのような鉱物がよく発達した形態を示す

場合はアルファベット数字混合コードでコーディングされ，ある場合には岩石の補足的な組成

を並ぺることもある。

コード

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q

登録される情報 卜一ド

明色雲母

暗色雲母

明暗2つのタイプの雲母（共存）

単斜角閃石

斜方角閃石

以上2つのタイプの角閃石

単斜輝石

斜方輝石

以上2つのタイパの輝石

かんらん石

2つのタイプのかんらん石

ナトリウムピリボール

不透明鉱物

小量元素を含む鉱物

その他の暗色鉱物

その他の明色鉱物

ゼノクリスト

R
S

T
u
V
W
X
Y
Z
1
2
3
4
5
6
7

登録される情報

球穎

肉眼的変質生成物

　　組合わせ：

雲母一角閃石

雲母一輝石

雲母一角閃石一輝石
雲母一ピリボール（輝石角閃石）
一かんらん石
角閃石一単斜輝石

角閃石一斜方輝石

角閃石一単斜・斜方の両輝石

角閃石一かんらん石

角閃石一輝石一かんらん石

かんらん石一単斜輝石

かんらん石一斜方輝石

かんらん石一単斜・斜方の両輝石

2つのかんらん石一輝石

ピリボール（輝石角閃石）

この欄でもつとも成功しているのは鉱物の組合わせ登録に関係している部分と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）
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